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１ 質問別回答数集計 

Q1. 性別 

性別 回答数 

男性 146 

女性 47 

 

Q2. 年齢 

年齢（歳） 回答数 

20-29 29 

30-39 65 

40-49 62 

50-60 33 

無回答 4 

 

Q3. 現在勤めている自治体の勤続年数を入

力してください 

勤続年数（年） 回答数 

0-4 30 

5-9 41 

10-14 28 

15-19 31 

20-24 19 

25-29 18 

30-34 13 

35-40 8 

40 以上 1 

無回答 4 

 

Q4. 現在の職層を以下から選んでください 

職層 回答数 

部長級 2 

課長級 19 

係長級 62 

主任級 59 

主事級 45 

その他 5 

無回答 1 

 

Q5. 転職経験はありますか？ 

経験したことがあるのは 回答数 

転職経験はない 119 

他の地方公共団体など 8 

他の地方公共団体など;民間

企業 

1 

民間企業 62 

民間企業;他の地方公共団体

など 

2 

無回答 1 

 

Q6. 現在勤めている自治体の種類を選んで

ください 

種類 回答数 

区市町村 188 

省庁へ出向中 1 

地方自治体 1 

都道府県 3 

 

Q7. あなたの自治体の職員数を入力してく

ださい 

職員数（人） 回答数 

10-509 64 

510-1009 59 

1010-1509 34 

1510-2009 11 

2010-2509 1 

2510-3009 6 

3010-3509 1 

3510-4009 4 

4010-4509 1 
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無回答 12 

 

Q8. 現在の業務の分野を以下から選んでく

ださい（複数選択可） 

業務分野 回答数 

観光 1 

企画 34 

企画;その他 1 

企画;産業振興 2 

企画;総務 2 

企画;土木 1 

議会 1 

議会;住民関係 1 

教育 16 

教育;福祉 1 

健康 1 

交通 1 

交通;その他 1 

産業振興 3 

産業振興;観光 1 

子育て 8 

子育て;福祉 1 

住民関係 7 

人材育成 1 

税務 11 

税務;福祉 1 

総務 37 

総務;その他 1 

総務;企画 3 

総務;企画;病院 1 

地域づくり支援 1 

地域活性化 1 

地域活性化センター出向中 1 

土木 10 

農林水産 2 

福祉 15 

福祉;教育 1 

その他 23 

無回答 1 

 

Q9. 職種を以下から選んでください 

職種 回答数 

技術職員 12 

資格・免許職 10 

事務職員 171 

 

Q10.現在の業務での残業時間はどの程度で

すか？ 

残業時間 回答数 

0-9 78 

10-19 36 

20-29 29 

30-39 18 

40-49 4 

50-59 4 

60-69 3 

80-89 2 

90-99 1 

100-109 1 

150-159 2 

無回答 15 

 

Q11.現在の業務について「ワクワク」しな

がら働いていると感じますか 

選択肢 回答数 

全く感じない 19 

あまり感じない 50 

どちらでもない 46 

感じる 64 
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大いに感じる 14 

 

Q12.あなたにとって「安定」と「多少リス

クのあるワクワク」であればどちらの

方が重要ですか 

選択肢 回答数 

安定 23 

どちらかというと安定 36 

どちらも同じくらい重要 60 

どちらかというとワクワク 52 

ワクワク 22 

 

Q13.現在の業務についてやる気はどの程度

ありますか 

選択肢 回答数 

全くやる気はない 5 

あまりやる気はない 22 

どちらでもない 51 

やる気がある 93 

大いにやる気がある 19 

無回答 3 

 

Q14.次の人たちはどの程度楽しそうに仕事

をしていると感じますか [他部署も含

めて普段自分が接する人が全体的にど

んな印象か教えてください。該当する

方がいない場合は無回答で結構です。] 

（上司） 

選択肢 回答数 

全く楽しそうではない 16 

あまり楽しそうではない 95 

楽しそうに仕事をしている 72 

大いに楽しそうに仕事をし

ている 

8 

無回答 2 

 

（同僚） 

選択肢 回答数 

全く楽しそうではない 11 

あまり楽しそうではない 107 

楽しそうに仕事をしている 67 

大いに楽しそうに仕事をし

ている 

4 

無回答 4 

 

（部下） 

選択肢 回答数 

全く楽しそうではない 6 

あまり楽しそうではない 92 

楽しそうに仕事をしている 53 

大いに楽しそうに仕事をし

ている 

2 

無回答 40 

 

Q15.現在の業務で自分の裁量権はどの程度

あると感じますか 

選択肢 回答数 

全くない 8 

あまりない 38 

どちらでもない 29 

ある程度ある 105 

大いにある 13 

 

Q16.現在の業務で自分の能力はどの程度発

揮できていると感じますか 

選択肢 回答数 

全く発揮できていない 6 

あまり発揮できていない 24 

どちらともいえない 67 

発揮できている 83 
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大いに発揮できている 13 

 

Q17.業務に対して、自分自身で主体的な行

動をどの程度していると思いますか 

選択肢 回答数 

全くしていない 2 

あまりしていない 28 

どちらともいえない 43 

している 89 

大いにしている 30 

無回答 1 

 

Q18.自分の業務は誰かの役に立っていると

いう実感はどの程度感じますか 

選択肢 回答数 

全く実感できない 9 

あまり実感できない 27 

どちらともいえない 59 

実感できる 78 

大いに実感できる 19 

無回答 1 

 

Q19.業務や日常生活の中で感謝の言葉を言

われることはどの程度ありますか 

選択肢 回答数 

全くない 10 

あまりない 39 

どちらともいえない 42 

ある 80 

大いにある 21 

無回答 1 

 

Q20.業務や日常生活の中で癒しはどの程度

感じますか 

選択肢 回答数 

全く癒しは感じない 16 

あまり感じない 54 

どちらともいえない 58 

癒しを感じる 58 

大いに癒しを感じる 5 

無回答 2 

 

Q21.自分の自治体に愛着はどの程度ありま

すか 

選択肢 回答数 

全く愛着はない 14 

あまりない 34 

どちらともいえない 37 

愛着がある 82 

大いに愛着がある 26 

 

Q22.現在の自治体で今後も働き続けていき

たいですか 

選択肢 回答数 

すぐにでも辞めたい 5 

どちらかというと辞めたい 24 

どちらともいえない 46 

どちらかというと続けてい

きたい 

65 

今後も続けていきたい 52 

無回答 1 

 

Q23.今より幸せに過ごしていると思う年後

の自分は今と比べて幸せに過ごしてい

ると思いますか 

選択肢 回答数 

今より不幸せに過ごしてい

ると思う 

4 

どちらかというと不幸せに

過ごしていると思う 

7 
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どちらともいえない 88 

どちらかというと幸せに過

ごしていると思う 

73 

今より幸せに過ごしている

と思う 

21 

 

Q24.職場環境は業務に取り組みやすい環境

（ハード面）が整っていると思います

か [室温、照度、広さなど] 

選択肢 回答数 

全く整っていない 15 

あまり整っていない 65 

どちらともいえない 44 

整っている 60 

大いに整っている 8 

無回答 1 

 

Q25.現在の業務のデジタル化、効率化はど

の程度進んでいると思いますか 

選択肢 回答数 

全く進んでいない 24 

あまり進んでいない 94 

どちらともいえない 57 

進んでいる 17 

無回答 1 

 

 

Q26.職場での情報共有は十分になされてい

ると思いますか 

選択肢 回答数 

全く共有されておらず不十分

である 

7 

あまり共有されていない 51 

どちらともいえない 54 

共有はされている 73 

必要な情報は共有されてお

り、十分である 

7 

無回答 1 

 

Q27.周囲の人と助け合いながら仕事をして

いると感じますか 

選択肢 回答数 

全く助け合っていない 6 

あまり助け合っていない 23 

どちらともいえない 32 

助け合っている 109 

大いに助け合っている 22 

無回答 1 

 

Q28.次の人たちはあなたが業務に対する相

談をしたり、意見を言ったときに、ど

の程度聞き入れてくれると思いますか 

（上司） 

選択肢 回答数 

全く聞き入れてくれない 3 

あまり聞き入れてくれない 29 

聞き入れてくれる 114 

大いに聞き入れてくれる 45 

無回答 2 

（同僚） 

選択肢 回答数 

全く聞き入れてくれない 1 

あまり聞き入れてくれない 11 

聞き入れてくれる 132 

大いに聞き入れてくれる 42 

無回答 7 

 

（部下） 

選択肢 回答数 

全く聞き入れてくれない 4 
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あまり聞き入れてくれない 12 

聞き入れてくれる 106 

大いに聞き入れてくれる 33 

無回答 38 

 

（他部署） 

選択肢 回答数 

全く聞き入れてくれない 5 

あまり聞き入れてくれない 56 

聞き入れてくれる 113 

大いに聞き入れてくれる 6 

無回答 13 

 

Q29.次の人たちはリーダーシップがあると

思いますか 

（首長） 

選択肢 回答数 

全くリーダーシップがない 16 

あまりリーダーシップがない 54 

リーダーシップがある 102 

大いにリーダーシップがある 17 

無回答 4 

 

（直属の上司） 

選択肢 回答数 

全くリーダーシップがない 10 

あまりリーダーシップがない 47 

リーダーシップがある 104 

大いにリーダーシップがある 30 

無回答 2 

 

Q30.現在の首長の方針に共感できますか 

選択肢 回答数 

全く共感できない・方針を 

知らない 

17 

あまり共感できない 17 

どちらともいえない 80 

共感できる 69 

大いに共感できる 8 

無回答 2 

 

Q31.あなたの能力や業務内容は正当に評価

されていると感じますか 

選択肢 回答数 

全く感じない 8 

あまり感じない 14 

どちらともいえない 79 

感じる 76 

大いに感じる 14 

無回答 2 

 

Q32.あなたの能力や業務内容に対して、報

酬は十分に得られていると感じますか 

選択肢 回答数 

全く不十分である 12 

どちらかというと不十分で

ある 

20 

どちらともいえない 70 

どちらかというと十分であ

る 

66 

十分に得られている 24 

無回答 1 
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２ ワクワク度とワクワク６因子のクロス集計 

（1） ワクワク度×方針への共感（現在の首長の方針に共感できますか） 

  首長の方針に共感できるか 

ワクワク度 全く共感で

きない・方針

を知らない 

あまり共

感できな

い 

どちらと

もいえな

い 

共 感 で

きる 

大いに共

感できる 

無回答 総計 

全く感じない 4 1 11 3 
  

19 

あ ま り 感 じ な

い 
8 6 16 18 2 

 
50 

ど ち ら で も な

い 
4 5 19 16 2 

 
46 

感じる 
 

4 28 26 4 2 64 

大いに感じる 1 1 6 6 
  

14 

総計 17 17 80 69 8 2 193 

※クラメールの連関計数＝0.164 

 

（2） ワクワク度×新規性（あなたにとって「安定」と「多少リスクのあるワクワ

ク」であればどちらの方が重要ですか） 

 ワクワクと安定どちらが重要か 

ワクワク度 安定 ど ち ら か

と い う と

安定 

ど ち ら も 同

じ く ら い 重

要 

どちらかと 

いうとワクワ

ク 

ワクワク 総計 

全く感じない 4 4 4 6 1 19 

あまり感じな

い 
10 16 14 8 2 50 

どちらでもな

い 
5 8 16 15 2 46 

感じる 4 8 21 22 9 64 

大いに感じる 
  

5 1 8 14 

総計 23 36 60 52 22 193 

※クラメールの連関計数＝0.266 
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（3） ワクワク度×主体的行動（業務に対して,自分自身で主体的な行動をどの程度

していると思いますか） 

  主体的な行動 

ワクワク度 全くして

いない 

あまりし

ていない 

どちらと

もいえな

い 

している 大いにし

ている 

無回答 総計 

全く感じない 1 11 2 5 
  

19 

あ ま り 感 じ な

い  
13 15 17 4 1 50 

ど ち ら で も な

い 
1 1 14 27 3 

 
46 

感じる 
 

3 11 36 14 
 

64 

大いに感じる 
  

1 4 9 
 

14 

総計 2 28 43 89 30 1 193 

※クラメールの連関計数＝0.340 

 

（4） ワクワク度×（現在の業務で自分の能力はどの程度発揮できていると感じま

すか） 

  能力発揮 

ワクワク度 全く発揮で

きていない 

あまり発揮

できていな

い 

どちらとも

いえない 

発揮できて

いる 

大いに発揮

できている 

総計 

全く感じない 6 7 4 2 
 

19 

あまり感じな

い  
11 28 10 1 50 

どちらでもな

い  
3 16 27 

 
46 

感じる 
 

3 18 39 4 64 

大いに感じる 
  

1 5 8 14 

総計 6 24 67 83 13 193 

※クラメールの連関計数＝0.450 
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（5） ワクワク度×上司の許容度（上司はあなたが業務に対する相談をしたり,意見

を言ったときに,どの程度聞き入れてくれると思いますか） 

  上司が聞き入れてくれるか 

ワクワク度 全く聞き入れ

てくれない 

あまり聞き入

れてくれない 

聞き入れ

てくれる 

大いに聞き入

れてくれる 

無回答 総計 

全く感じない 2 6 8 3 
 

19 

あ ま り 感 じ な

い 
1 7 32 9 1 50 

ど ち ら で も な

い  
10 28 8 

 
46 

感じる 
 

6 40 17 1 64 

大いに感じる 
  

6 8 
 

14 

総計 3 29 114 45 2 193 

※クラメールの連関計数＝0.232 

 

（6） ワクワク度×価値の実感（自分の業務は誰かの役に立っているという実感は

どの程度感じますか） 

  価値の実感 

ワクワク度 全く実感で

きない 

あ ま り

実 感 で

きない 

ど ち ら

と も い

えない 

実 感 で

きる 

大 い に

実 感 で

きる 

無回答 総計 

全く感じない 5 4 6 4   19 

あ ま り 感 じ な

い 
4 15 20 8 2 1 50 

ど ち ら で も な

い  
5 19 19 3 

 
46 

感じる 
 

3 13 40 8 
 

64 

大いに感じる 
  

1 7 6 
 

14 

総計 9 27 59 78 19 1 193 

※クラメールの連関計数＝0.340 
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３ 自由記述意見 

（1） どんなときにワクワクを感じま

すか 

9 月異動で今の部署に配属となり、今まで知ら

なかった新しい事を知れた時や取り組んでい

る時。       

ありません 

イベント、業務改善、他自治体とのやりとり 

うまく進んだとき 

ザックリとした思いつきがだんだん形になっ

ていくとき 

システムの更新により業務効率化が図られた

とき 

そもそもワクワクを感じれるような仕事では

ない 

なかなか相談に見えなかった方が自ら相談の

意思をもって見えた時、この方のこれからの人

生にどのように関わっていけるか前向きに考

える時に少しワクワクします。 

なし 

ハプニングやイレギュラーなことが起きたと

き 

ポジティブかつ前向きな組織。 

ほとんどない 

まちづくりに貢献していると感じるとき 

やっかいな業務にあたるとき 

やる気があるとき 

リソース同士をつなげた結果、新たな取り組み

が生まれるとき。パートナーと時間をかけて企

画を検討し、想定顧客である地域に受け入れら

れたとき。難しいが意味のありそうな案件を振

られた時。 

ワクワクするのは新しいコト（企画した政策）

をするとき、しないのは強すぎるトップダウン 

一人ではなく、他の職員と協力（ここ重要）し

て新しいことに挑戦してるとき！ 

 

何か（小さな改善などでも）いい方向に変わる

予感があるとき。自分で仕事をつくると 

き。 

何かを作り上げる途中 

課題を的確に捉え、研修を実施できる瞬間 

感じない。 

感謝されたとき 

感謝されたとき。必要とされたとき。 

給与が増えたとき 

興味がある仕事の時 

業務のアウトプットに対して、直接地域住民の

反応が得られるとき 

業務の改善を行ったときや市民から感謝され

たとき 

業務の遂行に関して楽観視せず、困難な事態が

起こると仮定をして準備を行うようにしてい

ます。以前は担当者として困難な事態が起こる

ことを予想できても、同僚や上司の考えを変え

ることができず、予想していた失敗が起こって

しまうことがありました。現在は様々なアプロ

ーチで自分の意見を通すことができるように

なり、良い成果を得るための工夫を実行できる

ようになったことが、楽しいと感じます。 

業務関連で対外的な話題になるとき 

業務遂行に係る内部調整、外部調整 

結果が数字であらわれる仕事なので、仕事の結

果がしっかりとあらわれたとき 

建設的なプロジェクトに取り組んでいるとき。

住民利便性の向上に直結する事業を進めてい

るとき。住民に感謝されたとき。 

現場の円滑な業務遂行に貢献できたと実感で

きたとき  

効率的な事務処理方法を見つけたとき・利用者

の人生が好転したとき 

考えたことが形になっていくとき 

考えていること、想像していることと、市の方

向性が一致し、企画や資料としてうまくまとめ

られたとき。 

高齢者の方が元気に、前向きに取り組みに参加

してもらえている。 
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今の上司だからそう思えるのだが、頑張って取

り組んできたことが認められたり、活用される

と嬉しいし、モチベーションがあがる。ちょっ

とした雑談も 

今はワクワクというかドキドキ。町と議会が上

手く行かずドキドキな面と少しだけ野次馬根

性でそれを乗り切るワクワクがある！ 

今まで経験したことのない業務を行う時や、シ

ステムを更新するときなど 

今後、必要とされる業務と自分の知識が一致し

たとき。 

今後明らかに利用されないであろう資料を市

民へのリサイクル資料に回し、書庫が使える書

架になったとき／うろ覚えの本について聞か

れ、うまく調べだせたとき／新刊情報や書架な

どでマニアックなテーマながらよく調べこま

れて執筆された本を見かけたとき 

仕事がうまく回った時 

仕事が順調な時 

子どもたちや子育て中の親子さんが楽しんで

くださっているとき 

子どもと遊んでいる時 

市民、他の職員から感謝された時 

市民に感謝されたとき 

市民に直接かかわる事業や、市の施策として大

きな事業に係わるときに感じる。 

市民の方からお礼を言われたとき 

思い通りにスケジュールが終わっていくとき 

事業を企画するときなど 

事業構築・実施し効果があがったとき（仮説が

検証されたとき）。自身の工夫により価値を生

み出せたとき（他の職員ではできない・やらな

い仕事の実行）。お客様から感謝されたとき。 

事業実施で参加市民に触れたとき 

児童生徒の為になったことを実感できたとき。

先生からの感謝の言葉 

自ら主体となり考えた事業や制度が進捗する

とき。または、逆に不要だと思われる事業の統

廃合や改善ができたとき。 

自治体特有のルールを知ったとき 

自分が作成した資料やイベントが形になって

移住定住者や庁内に認められる、褒められると

き 

自分で考え、それがイチ事業として制度化して

いくところ。 

自分の計画した事業が実現した時 

自分の考える情報政策方針が ICT 専門家の考え

と合致したとき、AI や RPA の仕組みがわかった

とき、 

自分の仕事が市民の役に立ったと成果が見え

たとき 

自分の仕事が社会に影響を与えたと感じると

き 

自分の資格が活かされる仕事 

自分の創意工夫で仕事のやり方を決められる

ときや、それによって結果が出た時。 

自分の知らない分野に、新しい経験ができると

感じ、事業・周囲を動かしていると実感できる

とき。 

自由に新しいことに取り組めるとき 

取組みに可能性を感じたとき 

手探りで取りかかった課題に解決の糸口がみ

えたとき 

初めてやったことが上手くいった時 

少し余裕があり、新しいやりがいのあることに

取り組むとき 

情報処理の技術的な知識を習得できたとき 

職員の意識が課題解決の方向へ向けて一致し

たとき 

新しいことにチャレンジしている時 

新しいことにチャレンジしようとした時 

新しいことに取り組む時、何かを変える時 

新しいことに触れるとき 

新しいことに挑戦するときにワクワクする。非

効率な仕事が続くとワクワク感が下がる。 

新しいことをするとき 

新しいことをやるとき 

新しいことを覚えたとき 
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新しいことを考えて実現に向けて動いている

とき 

新しいことを始めるとき、住民に楽しんでもら

える事業や成果物ができたとき 

新しいことを始める時。紙からデジタルに業務

を変える時。 

新しいご自宅に伺うときなど 

新しいものを導入する時、事象の詳細を分析す

る時 

新しい技術やシステムを触っているとき 

新しい技術や考え方を導入しようとするとき。 

新しい技術や仕組みを導入するとき 

新しい技術や政策が進むとき 

新しい考えを取り入れた情報システムの要求

定義をしているとき 

新しい仕事を任されたとき 

新しい試みに取り組んでいるとき 

新しい事業にチームで取組とき 

新しい事業への取り組み、継続して取り組んで

きた事業がうまく進捗したとき 

新しい事業を行うとき 

新しい取り組みなど始めるとき。そのための方

策を考えているとき。 

新しい取り組みに挑戦するとき 

新しい取り組みを進めて、うまくいったとき 

新しい出会いがあった時 

新しい人や取組に出会える時にワクワクしま

す。様々な要因で業務や取組の選択肢を狭めら

れたりするとワクワク感は低下します。 

新しい提案ができたとき 

新しい発想が生まれるときにワクワク。上から

否定されると下がる 

新しことを学べた時 

新システムの導入時 

新たなことを学ぶ時 

新たなより良い施策を企画する時 

新たな事業や既存の課題を解決するとき 

新規システムの導入時 

新規の業務や大きな業務上の変更があったと

き 

新規の施策等が形になっていくとき 

新規案件に関わるとき 

新規案件に取組んでいるとき 

新規事業の企画立案及び実施 

新規事業の準備を進めている時 

新規事業や事務か改善 

新規事業立ち上げ 

新規事業立ち上げ、既存事業の変革 

新事業や未来技術等に関する業務の立案 

人の役に立てた時。新たな取り組みを任されて

いるとき。 

数ある制約（予算、関係者との調整など）の中

で、施策を進めることができたとき 

制度がうまく回っている事例にであったとき 

積算しているとき 

全庁的な仕事を把握できるため、前衛的な業務

の始まりを知ることができる。 

相談業務等で人の役に立てたかなと感じる時 

窓口対応をしているとき 

他につながる知識を得られるものがあるとき、

スムーズに仕事ができているとき、効率化が図

られたとき 

他の自治体との意見交換 

他者と協力し合って困難な業務をやり遂げた

と感じた時 

他部署の職員や地域等との協働事業を実施す

るとき 

大きな仕事に取りかかる時にワクワクを感じ

ますが、ただし、その業務に対して費やせる時

間的余裕がある時に限られます。 

達成しようとしていた目標に向けて課題を達

成した時に目標が達成できそうというわくわ

く 

誰もやったことないことをするとき 

知らない分野に触れたとき 

地域の将来にとって、有益な取組みが実現しそ

うな時 

同僚と話している時 
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特にない 

特になし 

特になし 

難しい業務を完了したとき 

部下の成長が見えたり、笑顔になっているとき

や、新しい事業を始めるときなど。 

未知の案件を頼まれたとき 

未来を見据えた施設整備の構想を検討すると

き 

民間事業者と連携して従来行政だけではでき

なかったような事業をするとき 

目標に向かって、チームで取り組む時 

問題無く終わらせることを主眼に、「処理」し

ているので感じません。 

役に立っていると感じられるとき、興味・関心

がある仕事にかかわることができたとき 

予想外の事態や想定外の展開なるとき 

 

（2） ワクワク感が下がってしまうと

きはどんなときですか 

「整理・検討」という言葉を多用する方や、ポ

ンチ絵一枚考えられない管理職を見るとき。整

理されていない机や乱雑に放置された資料を

見るとき。成果のためのマーケティングや手法

開発の必要性を共有できないとき。10 年後も変

わらなさそうな役所の雰囲気を感じるとき。 

あまりない。 

あまり必要性のない資料作成等の作業を行う

とき 

 

うんざりするようなことを言う上司がいると

き 

クレームを受けた時 

クレーム対応の時 

コロナ禍で様々な事業が休止されているとき 

ただ事務処理をこなしているとき 

チームで取組めないとき 

デジタルに対する後ろ向き姿勢。保守的な意

見。費用対効果だけの空中論争。 

トップダウンをもらえない時、組織全体的な体

制がしけない時 

トラブル対応、回りの理解が得られないとき 

なかなか企画が通らないとき 

ほとんどいつもワクワクしていません。 

マイナンバーカードの普及など住民の得にな

っているか分からないような業務に事務時間

を奪われるとき 

まったく関係のない問い合わせ 

まわりからとめられるとき 

マンネリ化している時ややっている意味がわ

からない業務をしている時 

やらされ感のある業務や成果の感じられない

業務 

やりたい事を消極的に捉えられたとき 

よかれと思って自らおこなったことが認めら

れないとき 

ルーチンばかりの業務のとき 

ルーチンワーク、仕事の意味づけの否定された

とき 

ルーチン作業のみとなるとき 

ルーティンワーク 

ルーティンワークで数日が埋まるとき。 

ルーティン業務 

ルーティン業務にあたるとき 

ルールだけに縛られて非効率になっているの

にそれを改善しようとしない 

意見を否定された時 

異職種に係る内部調整でこちらの意図が相手

に伝わらないとき 

雨漏りが止まらないとき 

価値や効果がわからない仕事や自分じゃなく

てもできる仕事だと思ってしまったとき。 

家屋調査に非協力的な方の家に伺うとき 

課題に対して、他者から「無理」「難しい」と

言われたとき 

過去の仕事の修正をするとき。他人の都合で突

然スケジュールが変わってしまったとき。住民
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（または他の職員）に事業の必要性がわかって

もらえなかったとき。 

会議に忙殺されるとき 

会議のための会議、調査後の事業実施を考えて

いない調査（行政が現状把握したいだけの調

査）等の形式的な業務。効率・合理性を無視し

た指示・命令を受けたとき。所掌事務範囲内の

依頼事項に対して対応しない他の職員とのコ

ミュニケーション（社会常識の欠けた職員との

協業を含む）。 

会議や委員会で空気読まずに混ぜ返したり、ネ

ガティブな意見を聞いたとき。窓口で迷惑な高

齢者の対応で憂鬱になるとき。 

確認漏れが判明した時 

感じないため、下がらない。 

感情に任せたクレームや人間関係 

管理職級同士のいざこざ、首長からの無理なオ

ーダー、など 

関係機関等との調整が難航している時 

関係者間での調整がうまくいかないとき 

基本的に苦情対応なので 

起案が却下されたとき 

議員の介入 

休み明け 

給与が減ったとき 

興味がない仕事の時 

業務が形骸化していると感じるとき 

業務量が増えたとき。 

苦情処理 

係長にもかかわらず、従前の担当業務が離れ

ず、しかも内容として、単純作業が極めて多い。 

係内の職員のモチベーションが異なるとき 

経営層の無理解へ対応しているとき 

計画性のない仕事が下りてきたとき 

決裁権のある管理職から、「とりあえず今はま

だなんとかなっているから現状維持」という姿

勢を感じるとき。「楽しく働かなきゃ」という

上司ほど、その下で働くとあまり楽しくなかっ

たりするとき。 

県と合同指導のときの意見の相違 

元々感じていないので下がらない 

原課の抵抗で大胆な施策がうてないとき 

個人の偏った考え方や政治的なしがらみで、取

組みを進めることができない時 

孤立したとき 

効率化できそうなのに手段を縛られている作

業、上手くいっていない原因を取り除けない作

業 

今の職場の最初の上司とはウマが全く合わず、

どんなに小さな頑張りも見てなくて、サービス

残業が続いたし、体調を崩した 

残念な職員の行動を見たとき 

仕事に追われているとき 

仕事のプレッシャー 

仕事の困難さと自分の能力のバランスが悪い

とき 

仕事量が多すぎる時 

市として電子化に後ろ向きな姿勢を感じたと

き。何かしてあげる価値が無いと感じる態度を

とられたとき。 

市民、学校からの批判 

市民全体にとって意義や効果が少ないと思わ

れる業務やイベントに携わる時 

市民等からの理不尽なクレームを受けたとき 

思うように進まないとき 

事業を行う上での内部（人員・予算）での問題

で事業が思うように進められないとき。 

事務処理でミスをしたとき・利用者に理不尽に

怒鳴られたとき 

自身ではコントロールできず、周りからのサポ

ートが得られず、成果が実感できない仕事に従

事するとき。 

自分がやらされていると感じたとき 

自分のペースを崩されるとき(急な報告物やイ

レギュラー案件など) 

自分の意見が取り入れられない時 

自分の考えが頭ごなしに否定された時 

自分の力（権限）では何も変えられないと感じ
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た時。 

自分より結果が出てない人が、頑張らないこ

と、給料が自分より高いこと 

叱責を受けたとき 

失敗があったとき 

失敗したとき 

集中して業務に取りかかりたいにも関わらず、

その他の業務に忙殺され、じっくりと取り組め

ない時。 

住民の人間関係など、事業と直接関係ないこと

で進捗が止まったとき 

従来からある調査回答。潜在的待機児童がいる

のに公表するすべもない。表面上は待機児童が

いないことになっている。 

出来レース 

出力が市民に向いていない仕事をするとき，入

力の負荷と出力がみあってない仕事をすると

き。また，前述のような働き方をしている職員

をみたとき。 

上からのしょうもない横やり 

上っ面や上司を気にして内容が面白くなくな

っていくとき 

上司に否定された時 

常に 

常日頃 

情報システムがダウンしたとき 

職員の利己的な事情により、業務が進まないと

き 

新しいことだけに問題が発生したとき 

新しいことをやろうとすると、文句ばかりつけ

られる。時間がない中で自分なりに一生懸命対

応しているのに、できもしないのをわかってい

て、あるべき論で追いつめられる。 

新型コロナウイルスなどの影響で事業ができ

ないとき 

申請事業において申請者と連絡がつかない、業

務が滞るとき 

進めていた内容が否定されたとき 

精神論や感情論に基づく行政運営で、庁内の調

整事項に時間をかけているとき 

接客業務に精神がすり減ったと感じるとき 

前例踏襲 

前例踏襲を「是」とする職員と仕事をするとき 

前例踏襲的な業務と感じる時 

組織の壁にぶち当たった時。 

組織内の不適切な判断に従事しなければいけ

ないとき 

他職員からの PC トラブルでの依頼など 

他部署の協力連携が芳しくないとき 

誰も必要と感じていない事業の事務処理 

単調なことをやらさせるとき 

短納期の業務が複数重なり余裕がなくなった

とき。 

定型業務が続く時 

提案が十分な検討もなく否定される時 

提案した内容が議論もされずに却下されたと

き、防災関連の業務 

怒鳴ってきたり、理不尽なことを言ってくる市

民を対応するとき 

頭の中にある自分の考えがうまくまとまらず、

表出できないとき。仕事がうまく進まない時。 

働く仲間との目指す意識の差を感じた時、結局

他人事と感じた時 

内容を理解してもらえず否定されるとき 

難しい相談電話を受けたとき 

悩んでしまうとき 

納得できないままに今まで通りを繰り返す時 

飛び込み案件で時間を取られるとき 

必要性があまりない単純作業 

必要性を感じない業務をこなす時 

不条理を感じるとき 

不要な調整や会議のための会議を行っている

とき 

副市長問題 

複数課にまたがるシステム更新時に、自部署の

効率化のみに着目し、全体最適化を図ろうとし

ない職員と仕事をするとき 

聞く耳を持たない利用者が来たとき／素行に
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問題があるなどして、ほかの利用者からよくク

レームがくる利用者が来たとき 

無駄に感じられる仕事をするとき 

無理難題を押し付けられた時 

面倒ごとが多い時 

面倒な業務が発生したとき 

目的不明瞭で研修(業務)をさせられる時 

目標や目的がぼやけたとき 

問い合わせ等で忙殺されて、自分の仕事が進ま

ないとき 

問題となっていることがそのまま継続されて

いる状況があらためて認識された時 

予算、行政の縦割りなどで制約がかかる時 

予想していた失敗が起こってしまったとき。対

策をとれなかった理由が、人の輪を乱すのでは

ないかと恐れ発言ができなかった時、一番がっ

かりします。 

予想外の壁にぶつかったとき 

来館する児童の物がなくなってしまったり、ケ

ガ・トラブルがあった時など 

理事者や上司の意向により発生した業務で、自

信の考える「市政のあるべき姿」と乖離がある

事業を推進しなくてはならないとき。 

理不尽なことを言われたとき 

理不尽な対応を取られた時 

理不尽な暴言 

理不尽な理由で仕事が進まないとき 

良いアイデアを立案しても、上司や管理職の壁

を越えられない。 

良かれと思って対応したことが、人の迷惑にな

ってしまった時 

 

（3） 現在の働き方について満足して

いること、不満に思っていることなどが

あれば自由に入力してください 

 

1 所属への負担集中。人が足りていない。国

の制度改革の方向性は仕事が増えるばかり

で、抜本的に減らす方向性を示した改革がな

い 

PT などに入ればある程度自由に仕事ができ

るところは満足している。 

ある程度裁量権が与えられてきたので自分

でチャレンジしようと思えばチャレンジが

可能なポジションにはいる。職員、議員の危

機感のなさ。 

サービス残業が当たり前となっている。他人

と違う働き方をすると抵抗される（言葉では

許容されるが、抵抗される雰囲気が職場にあ

る）。首長が職員のことを信頼していない。

一部の強い上司の思い通りにされている感

がある。 

すべて一律にしようとするため、フレックス

がない。朝、子どもなどの都合で２時間有給

休暇を取って、２時間残業とか、意味のわか

らないことになる。対面、電話、紙媒体を基

本としているため、メールで簡単に済ませる

など、ほぼないので、ひとつひとつ時間がか

かる。急ぎでもないのに電話がかかってき

て、集中できない。 

ダブルワークがしたい 

つらいこともあるが、できるだけみんなに楽

しく仕事をしてほしい 

テレワークができる環境があるとよい。 

テレワークできるようになると良いと思い

ます。 

テレワークなど働き方の多様性がまだ足り

ていない 

テレワークや時差出勤（フレックスタイム

制）など柔軟な働き方の検討がされていな

い。試験的にやってみるという風土になって

おらず、新しいことにチャレンジしずらい。 

とにかく前例慣例重視で事務効率が悪い部

分が不満です。 

なかなか市役所全体の残業時間が減ってい

かないこと。 

ネットワークの技術的な仕事は覚えがいが

ある。クレーマー市民の対応が少ない。 慢
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性的な職員不足で常に余裕がない状態で疲

弊していきがち。モチベーションも下がって

いく。足枷をはめられながら仕事をさせられ

ている感がある。 

やりたいことはあるが、公務員としてできる

ことには限界がある気がする。公務員として

の職務は当然果たすべきだけど、もっと個人

で活動しやすい環境を整備して欲しい。定時

であがったり有給休暇を取りやすい空気づ

くりや副業の解禁など、役場職員の QOL 向上

を目標とした意識改革を大々的に押し進め

て欲しい。（個人レベルでは定時退庁や有給

休暇の月２回の取得を心がけて、共有フォル

ダ内データの整頓やチャットツールの積極

的な利用などをしているけれど、立場の弱さ

もあってなかなか他に働きかけにくいとい

う想いもあります。） 

ゆっくり物事を考えたり、長期的視点での思

考を巡らせる時間がなく、走りながら日々の

業務を行っているところです！ 

より良いシステムがあるのに予算の制限が

あり活用できない。事務の標準化がされてお

らず、マニュアルがない。 

ワークライフバランスがとれている 

安定して仕事ができるため満足している 

異なる部署で様々な経験を積ませてもらっ

ている 

異動によってメンバーの入れ替えがあると、

業務が円滑に進まない場合がある。 

一つの自治体でこれからも長く勤務するこ

とが、安心要素でもあり、不満でもあります。

違う自治体・違う組織・違う地域で働くこと

も、再スタートという意味では必要なことと

感じています。 

一つの職場でしか働けない。 

改革のスピードが遅いと思います。 

概ね満足している。不満としては月 50 時間

以降の残業は部長決裁になるため、時間外を

つけにくいこと。 

割と好きなようにやらせてもらっているの

で周りに感謝しているし、満足している。 

感覚を理解してくれる同年代の職員がいる

ことは満足。感覚を理解してくれない、ある

いは、保身にしか興味がない上司・同僚をみ

ると不満。 

慣例や過去を大切にし、組織も個人も勉強せ

ず、変化できない。現状維持を肯定する雰囲

気。仲間意識が強いが、悪く言えば同調圧力

が強く、異端には手厳しい。能力に関係なく

給与も人事も自動的に上がっていくので、個

人の成長意欲がない。自分を馬鹿だと言って

勉強しない理由付けをしている。深夜まで酒

を飲み、翌朝酒臭いまま出勤してくる。馴染

めれば居心地の良い職場だと思う。ただ、「変

化したくない」というのは、人間らしいと言

えば人間らしいし、小さな自治体で人間関係

を気にしてしまうのは当然といえば当然。価

値観が合うなら幸せに働ける職場だと思う。 

管理職が、部下の残業について、もっと真剣

に考えるべきだと思います。特に、生命・健

康・生きがいについて責任感をもってもらう

必要があると思います。もちろん、部下がや

りがいをもって一時的に残業を行う分には、

よい面もあると思います。しかし、今はあま

りにもそうした自覚がなさすぎで、部下をコ

マ使いしているとしか思えません。他方で、

公務員ですから自分が望むキャリアの通り

には行かないでしょう。生きがい創出のため

にも、公務員の副業を積極的に推進するべき

なのでは、と思います。 

基本的な統一事項（マニュアル等）が全くな

く、毎年度業務のやり方が異なるため疲れ

る。市民の方から「担当者がいないと分から

ないのか。来庁するたびに対応が違うじゃな

いか。」と言われるのもむりはない。自主性

を持って行動したとしても、組織に変化をも

たらせるとは考えられない。公務員は変化を

好まない職種だからやる気も出ない。 
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基本的に土日休めるのはよい 

議会調整に余裕が欲しい。 

休暇の取得率が良くないので、課内全体で効

率的な休暇の取得方法を模索していきたい 

業務にもよるが、自治体にもテレワークが浸

透すべきと考える 

業務の優先度ややり方を、自分である程度決

められること。仕事をする人、しない人がは

っきり分かれており、それを注意していこう

という雰囲気でもないこと。 

業務への負担。自治体運営の見通しが暗い 

業務量は比較的適正であると思うが、小さい

部署で職員が少ないので、他の課と同様な雑

多な庶務的仕事があり職員の負担となって

いる。係でも良いくらい。 

勤務時間外（朝）などに仕事をしなければな

らないことが不満です。残業として扱う、時

差出勤をするなどして改善してほしい。 

 

 

 

係長職で 55 歳は適当とは思えないです。か

と言ってこの時世に管理職になるのも大変

です。係長の職は３０代後半か４０代がよろ

しいのではないかと常々考えます。５５歳を

過ぎたら降格や勤務時間の選択が可能にな

るといいと思います。 

現在の環境で働くには、自分の能力の限界を

感じる。 

現状に満足していては成長できないと思う

ので、今後も積極的に攻めた取組を続けてい

きたい。 

個々の職員のマインドに不満。 

個人的には、地方創生や地方分権の影響で、

本来、同じような住民サービスの充実につい

ては、基礎自治体が一緒に考えることができ

ればいいのですが、その分野まで各自治体が

競争している現状と、それに施策や働き方が

影響している部分があると感じられるのが

残念です。 

公務員の根幹を揺るがすかもしれないが、副

業、人事評価制度、テレワークや外部研修制

度、休暇制度等、民間で新しく取り入れるよ

うなことが公務員でも変わっていければい

いのになと感じる。 

今の部署や上司にはある程度の裁量権を与

えられており、ありがたく感じている。ただ、

それらが組織から振り返るとマイノリティ

であることを考えると、自らが組織を引っ張

るビジョンが浮かばない。 

今は、自分が関わっている取組みの成果が出

ているので、とても満足しているが、このま

ま障壁なく進められるかは分からないのと、

自分が抱えている役割をほかの職員にも振

り分けていきたいが、取組みを一緒に行う相

手方からの信頼を得られる職員となると限

りがあるため、そういった職員のモチベーシ

ョンや資質の向上、組織の編成などについて

は、考えていくべきところが多いと感じる。 

最良が狭まっている 

裁量があると言えば聞こえはいいが課長、係

長共に判断を投げられるのは不満に思って

います。(せめて何かしら意見は欲しい) 

在宅勤務もできる状況で、大変満足してい

る。 

残業がほとんどないのはとても良い。自分の

時間が持てる。また、切り替えもできる。こ

の課に対し、自分の能力が足りないのが申し

訳ない。 

残業が無いから家事や子どもとの時間を保

てるところに満足している。人員配置が適切

でないところに不満を感じる。 

残業代を勤務した分までほしい。業務量が多

い。 

仕事には満足しているが、派遣元職員の仲良
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しこよしグループのような馴れ合いの環境

が出来ていることに不安を感じる 

仕事を押し付けられる人、仕事を全くしない

人の差がはっきりしている。不公平。 

仕事以外での生きがいを保つために働いて

いる。どうせ働くなら楽しい職場にしたいと

思っている。 

仕事内容としてはやりがいがあり満足して

いるが、人員不足で 1 人あたりの業務量が多

く、なかなか新しい事を考える余裕がない。

また、残業申請がしにくくサービス残業の風

潮があるのが不満。 

使えない職員に対する処置 

市民ニーズの多様化への対応は満足にもな

るが不満にもなる。 

市民のわがままといえるレベルの苦情を基

本的に応えるスタンスであることが不満 

自分の自治体の外の世界を知れているので

満足です！！しかし、働き方は業務が割と集

中していることもあり、平準化されていない

のはちょっとだけ不満です（自分のやりたい

ことができてない） 

自分の担当外の仕事をふられることが多く

本来の仕事に集中できない 

自分を隠している人がほとんどだと思う。世

代的にも頑張りたいことが伝わらないこと

も多い。同じ分野で業務をこなしたり、一緒

に活動するのも大事。苦手な分野だけど与え

られた仕事はいつか役に立つのだという思

いがあり、私はこれを「修行」と呼ぶ。最近、

同僚がよく話声を聞けるようになった。その

人には、毎度色々伝えていたが、全く理解さ

れず、業務にも支障が出ていた。だけど、そ

の人を受け入れ、こうしたらこのように仕事

が進むんだということも伝えたら、最近にな

って変わってきた。もちろん上司も代わって

いるからバックアップも違う。明らかにやり

やすくなった。口頭で伝えるにはパニックに

なるだろうからずっとメールだったけど、今

は口頭で伝えられるようになった。その人も

受け入れ態勢ができていた。こんな嬉しいこ

とはない。 

手続きに時間がかかる 

首長の計画性のない指示に対して、幹部職員

が何も考えずに仕事を下ろしてくること 

就業時間、服装、テレワークなどに不満を感

じる 

小さい子供の子育て中ですが、業務に忙殺さ

れ、制度として認められている休暇等の取得

もままならない状況にやや不満に思ってい

ます。自身のキャリアと家庭との両立が、本

当に難しいと思っています。 

上司から無視されています 

職員の技術力不足の解消についてなかなか

解決できないところが不満となります 

新しいことに対してやる気がない、お金のせ

いにして動かない 

人が足りないためしたくてもできない仕事

があるのが不満です 

全庁的な対応として、より柔軟な人事異動や

人材の貸し借りが出来れば、時間外の縮減や

働き方改革に加え、職員の生活価値も向上す

ると考える。 

組織の運営についてビジョンがなく、人事異

動や欠員補充が場当たり的になっている 

総務部の対応が現状においついていないた

め、煩わしい事務処理がある 

知識、仕事の進め方など不十分な状態で進め

てしまうこと 

地域づくりや市民活動に取り組むほど、職場

で批判される 

地域づくりや市民活動に取り組むほど、職場

で批判される 

地方公務員生活の中で味わうことが難しい

経験を積ませてもらっているので満足であ

る 

当たり前のことですが、業務時間内は市民対

応で全く私語など息抜きが出来ない状況に
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ある。多少、私語や相談できる余裕があると

精神的負担もが軽減できるかと感じます。 

働き方の改善って職場だけの問題ではなく、

家庭にもあると思う。仕事をすることは夫と

同じ条件なのに「自分の収入だけでは生活し

ていかれないから仕事して」というが家事は

全くやらないので負担感が多い。何回も「家

事をやってほしい」と言っても地方出身の長

男だから育ちもあり家事はやろうとしない。

仕事+家事全般ではきつい。 

働き方の変革に温度差がある。チャレンジ精

神に乏しい。 

同僚に恵まれていること。 

道半ばではあるが、働き方改革には一定の満

足度を感じる。 

特になし 

特になし 

特になし 

特段はどちらも無いです。 

年功序列の仕組みに未来を感じない。 

付加価値のない業務に割かれる時間が多す

ぎる 

部署によっては長時間の残業や夜間休日の

無給の待機時間があること 

本人の資質により成果が出せないのは致し

方ないと理解できるが、本人の意欲によって

成果を出さないのは不満です。 

満足：計画的に仕事が進められること、特に

給与面での昇給の仕組みがはっきりとして

いるので自分のライフプランが立てやすい

こと。  不満：仕事の成果が見えにくい。

競争のない世界なので全力を注ぎにくい。 

満足：時間外勤務がほとんど無い 不満：上

司からの声掛けがほとんどなく、相談しずら

い雰囲気 唐突な人事異動 

満足・他市よりは財政余力があるので新規案

件をやりやすいところ。不満・市長が IT に

疎いため DX 促進したいがトップダウンを全

く得ることができないところ。 

満足していること 

休みが比較的とりやすい 

 

不満に思うこと 

上司とのコミュニケーション不足（面談回数

が少ない） 

満足していることは成長できること。不満に

思っていることは、組織体質、仕事進め方等。 

民間から転職して最も感じたことは、公務員

という職種においては、能力が低く融通が利

かず効率の悪い職員であるほど、相対的には

有利になる人事給与体系であるということ

（有利の内容は主観的な見解です）。 

民間でできていることができるように。 

民間に比べ、制度にしばられ自由な働き方が

選択できない。 

民間企業勤務時より公務員のほうが忖度が

多い気がする、また職員間における能力差が

大きい 

様々な新しい情報に触れられることは満足

している。業務量が増えたときや日常的に管

理職のマネジメントが不十分であることが

不満。 

利用者が理不尽な主張をかざしてきても、職

員は弱い立場にあるのでなかなか反論がで

きない（しても聞き入れてもらえない） 

例えになるが、船が沈みかけているのに誰も

話を聞こうとしない、現実を見ようとしな

い、理解できない事は考えようとしない。 

 

（4） 現在の職場環境について満足し

ていること、不満に思っていることなど

があれば、自由に入力してください 

 

ICT 環境を整えて欲しい。 

ＬＯＧＯチャットや無害化システムの導入

など、ツールを新しくしていく動きはありま

すが、導入されたツールを使いこなせない職

員が多すぎる気がします。新しいことをしよ
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うとする職員がいないわけでもないのです

が、周りが関係ないと思っている風潮がある

ので、全体として盛り上がらないように思い

ます。個人レベルで自分のデスクまわりの環

境を整えるのが精いっぱいな気もします。 

Wi-Fi がよわい 

ある程度、机上のレイアウトが自由なこと。

冷暖房機能が不十分で、業務効率に影響があ

ること。 

これからの自治体運営の厳しさ・暗さ 

システムの導入及び業務改善に関わってい

けることに満足しています。 

スケジュール管理が要注意な部下への対応 

スペースが狭いのとごみごみ・雑然としてい

る。 

テレワークできる環境が整っていない（ネッ

トワークやセキュリティの都合）ことが不満 

ハード面、特に情報系の整備は全くできてい

ないので不満を感じる 

 

 

 

パソコンやインターネット接続が非常に遅

く、業務効率の低下を招いている。また、自

分宛ではない電話や伝言を受けることによ

り業務効率が低下する。電話や伝言ではな

く、メールやチャットを有効活用していくべ

き。 

ハラスメントが許されない雰囲気で人間関

係がよく、相談しやすい。不満な点は、裁量

のある業務だがほぼ全自治体で同じ内容で

行っている業務であるにもかかわらず、基本

的な制度・事務マニュアルがない。他の自治

体を調べていいところを取り入れていくと

いう非効率な改善しかできていない。 

フリーアドレスや集中スペースがあり満足

している 

マネジメントという意味では半ば放置され

ているとも言えるので、好き勝手にやれてい

る側面も多少あり、まあそんなものかと思う 

やりたい仕事は楽しく出来ているが、金銭面

で不満がある。 

異動を増やすべきだと考える 

汚く狭く寒く熱い 

夏場について、民間企業と比べるとエアコン

の効きが悪く、皆個人の扇風機を用いている

ほどなので改善してほしい。  

概ね満足している。不満としては、システム

及びＰＣが古く事務手続きに時間がかかる。

（一つの帳票の出力に 5 分かかる、など） 

業務が縮小していること 

業務が理解されるようになったため、整理も

できて、身近な棚も整理したら、机上の資料

もしまうことができた。異動してきたとき

は。その業務の取り組みがどんなにおかしい

と上司に話しても取り合ってもらえず、それ

に関してはほとんどノータッチで、本当に苦

労した。そのために残業しているのに、認め

てもらえず理解しようともしなかった。前例

踏襲をそのままいくので、改善しようにも泣

き寝入りで２年目になった時に残業はあま

りしないようにと言われ、半年が本当にきつ

かった。上司が次々と交代して、徐々に理解

され始めました。上司や同僚が他人の業務に

無関心なことは時代の流れなのか？役職に

関係なく関心をもつことはタブーなのか？

前例踏襲に疑問を持たないのか？気づいた

そばから提案しても受け入れられない人も

本当に多い。研修もしかり。毎年同じような

聞くだけの研修に飽き飽き。眠くなるばかり

か実際に活用できるスキルが生まれるのか

怪しい。お互いに話し合い、もしくは実際に

活用できることを聞かなければ意味がない。

庁舎で検収の場合、出先職場は行き帰りだけ

で時間を奪われ、中身のない研修でもったい
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ない時間を過ごす。出先職場を経験すると見

方も変わる。何十年も庁内や何十年同じ職場

というのも、考え方が凝り固まっている。柔

軟なことやその考え方を払拭させてイチか

ら考えてみるのもやってみてほしい。 

係内の平均年齢が高すぎる。モチベーション

や今後のデジタル化等に対応するためには

30.40 代の職員配置が必要と思います。 

建物自体が古く、職員も市民の方も不便に感

じている部分が多い。収納スペースがなく、

個人情報が人目につくところで管理されて

いる。また、キャビネットの施錠が不十分。

安心して働けない。 

現在は、新庁舎なので設備等もそろっていま

すが、一部の職員だけなので、全体に波及し

ていけばいいなぁと感じています。 

現場は疲弊しているが、上司がエネルギッシ

ュであるため業務量が増える状況にあり、さ

らに疲弊している感じがします 

工夫して業務を効率化したら減員になった 

今は、自由に動かせてもらっているので、特

に不満はない。 

 

 

今後、デジタルの利活用が重要になっていく

なかで、組織体制と推進していく体制になっ

ておらず、人材も不足している。首長の意識

改革が必要 

今後、職員が減っていき、業務量は増えると

考えられる中で、デジタル化が限りなく遅れ

ている 

仕事が複雑化しているのに、人は減らされる

ばかりで、工夫を求められるが、考える余裕

がない 

仕事をしない職員が高い給料を得ている（そ

もそも昇給できている）ところを目の当たり

にすると、これでいいのかと思うときがあり

ます。 

紙資料から脱却できていない 

事務の IT 化をもっと進めるべき 

執務スペースが少ないのと、開放的すぎて外

部の会話内容が聞こえるので、個人情報の流

出等が心配 

執務室が狭い。空調が不適切。机椅子の不具

合。 

首長および上司にリーダーシップを求めて

も難しいと感じている。マネジメントとして

支える、人の力を発揮させることに注力して

ほしい。 

首長が方針を明確にしないため、施策の重点

が分からない。どの事業も満遍なく中途半端

になっている。首長の GO が出ても部長にひ

っくり返される。 

首長が方針を明確にしないため、施策の重点

が分からない。どの事業も満遍なく中途半端

になっている。首長の GO が出ても部長にひ

っくり返される。 

首長や、市の幹部に、今一度「効率化」「適

材適所」この２つの言葉の意味をよく考えて

もらいたい 

庶務的な仕事への協力があまりない 

上司が変わって満足している。 

上司と合わない。セクハラ気味かなぁと感じ

ることがある。 

仕事はやりがいもあり、もっともっと頑張り

たいと思ってる。 

上司に恵まれていることもあり、業務上の裁

量権をもらえている。意見を活発に言い合え

る環境にある。 

上司に余裕がなく、職場を見ることができて

いない印象。職場や部下のマネジメントでは

なく、プレイングマネージャーになってしま

っている。また、OJT のような仕組みもない

ため、若手の社会人としてのマナーが全くな

っていない印象がある。その他、職場のビジ

ョンが見えない。 



26 

 

上司のリーダシップがない 

上司は誰かの意見を聞き入れるために仕事

しているわけではないので、上司も含めてチ

ームで議論できる（アイデアなどをバージョ

ンアップできる）ことが重要かと思います。 

上司次第だと思うが、担当の意見を積極的に

聞き入れてくれつつ、間違っていた場合は指

摘してもらえている環境はとても良いと思

う。 

情報システムには以前より興味があり、趣味

が仕事になっている 

職員の資質向上の欠落 

職場が狭いのは何とか我慢するが、暑ければ

冷房を入れる、寒ければ暖房を入れる、人に

やさしい環境は人の思いで何とかしてほし

い。 

職場のデジタル化を早急に進めるべき。 

職場の事務スペースが狭い。職員ロッカーが

狭い。 

職場環境を良くするという発想は、自治体に

は無いと思う。 

新しいことをするときに調整のステップが

多すぎる。予算がない。 

人への投資の意識が低い 

 

人事評価の形骸化、人手不足（スペース不

足）、業務の線引きの曖昧さ、業務分担の不

平等さ 

人事評価は、面談もなされず、目標管理もさ

れず、ボーナスにだけ何かが反映されてい

る。増えたか減ったかもわからない。上司が

ただの係員。マネジメントする気が無い。た

まにキレる。 

成果が分かる、裁量権のある仕事を任される

ようになり少しずつ満足している。 

清潔感がなく、デジタル設備があまり整って

いない 

清潔感がなく、乱雑 

暖房や冷房の使用について、極度に制限をか

けていると思います。夏場は暑すぎて業務に

集中できない事もあり、冬場は体の調子を崩

すことがあります。また現在の職員数に対し

てトイレの数が少なく、トイレを我慢してい

ることが多いです。職場のハード面を本当に

なんとかしてほしいと思っています。 

挑戦に後ろ向き姿勢。意欲、アイデア、創造

性、チームワーク精神に乏しい。意識、文化

の醸成が必要。 

電子自治体においてライフラインであるネ

ットワークの維持管理に、首長以下あまり重

要性を認めていないように見える。興味もな

いように感じる。 

同僚(経験・年齢年数が上の人ばかり)と比べ

ると責任の重い仕事ばかりが「出来る」から

という理由だけでなんでも渡されるのは不

満です。 

特にありません。 

特になし 

特になし 

特になし 

特になし 

特に無し 

能力を評価してもらい、責任が伴う事業を任

せてもらっている自覚があるため、満足して

いる 

不満：40 歳代後半～50 歳代の職員と比べて

給料水準が低い / 仕事スペースの必要な蛍

光灯を外している / 電子レンジ・湯沸し器

がないこと 

不満・全館 Wi-Fi がない。人事が保守的すぎ

て改革ができない。 

聞きたいときにすぐ誰かに相談できる環境

があり、他部署との連携もしやすい環境であ

る。 

満足：係員同士でコミュニケーションがある

程度とれていること。不満：人数不足 

満足：十分な報酬額 不満：業務の効率化、
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不要な業務の整理についてリーダーシップ

を感じられない 

満足：土日休みなところ 不満：民間企業に

勤めている人に比べて、社会人として成長で

きているか不安 

満足できることは成長できること。不満は、

責任をもって仕事をやり抜く仲間の不足。 

夜間当番の場合、閉館時刻と終業時刻が同じ

のため、閉館作業分の時間（5-15 分）がす

べてサービス残業となっている。自己申告で

2 度記入して職員課に提出したが、改善され

ていない。 

冷暖房が機能していないのが不満です。仕事

に集中できません。 

労働組合が盛んなこともあり、自分と考え方

が違う人たちが同じ話し合いを繰り返しや

るもので、大変不満に思っている。 

 

（5） その他、自治体職員の働き方に

ついて意見や所感などがあれば入力して

ください。 

「リーダーシップ」について、定義がなく、分

析には慎重を期すべきと思われます。とりあえ

ず、部下を従わせる力と考えて回答しました

が、部下に委ねることもリーダーシップとして

定義されているのが一般的です。 

1 人 1 人の意見を集められる仕組み(こういっ

た無記名の web アンケート)を自治体としても

取り入れる柔軟性が必要だと感じています。 

あいさつや気持ちの良い接遇（円滑な職場内関

係の構築）といった基本的なことが満足にでき

る職員が少なすぎると思います。 

いずれ機械に取って代わられる業務をおこな

っている職員が多い 

おそらく、３０年前の昭和時代に入職した人の

考え方と現在とでは違うと思う。今の 50 代職

員は昭和と平成ヒトケタの入植が入り混じる。

「昔はこうだったのに」という考え方がついて

回るのがこの世代。めんどくさいかもしれない

が、そんな人ばかりじゃないことも理解してほ

しい。話し合うことも大事なのに、話せない状

況下にいる人も。何か PT が組まれる時、たい

てい若者を募集する。特に 35 歳の区切りが多

くてわらえる。内容によってはその方がいい時

もある。でも、偏った世代で全世代を網羅しよ

うとする動きの時は疑問を感じる。メンバーの

年齢対象ではないのに、上の世代を理解出来る

のかと。新しい考え方でバッサリやっていいの

かと。過去を切り捨てるのではなく、過去があ

るから未来を語れるのではないか。もっともっ

と、互いに努力し合って高めて行きたい。あと、

これは深刻な問題。病休者に対して、私たちは

どうすれば良いのだろう。職員数が少ないなか

で、うつ病で病休に入られると困る。その人に

担当業務が合わなかったり、頑張れる要素がな

かったりで、うまくいかずに病休という形にな

ったケースが多すぎる。その分業務は他の人へ

しわ寄せ。以前の職場で繰り返し病休する人が

いた。計算高くて有給を狙っていたのかと思う

ほど。どの世代の職員においても、考え方を変

えなければならないと感じた。業務でも雑談で

も、個人情報だからとお互いを話さない時代に

なってきたのかと。自分には関係ないからと話

を聞かなかったり、そのカテゴリーに関して興

味を持たないままだと、スキルは停滞したまま

だ。先ほども答えたが、職員研修は今までの体

制ではないものに変えていった方がよいと感

じる。職場環境を変えてよりよい業務に取り組

むために、脳内をリフレッシュできる環境に持

って行くことも大事だと思う。 

クリアデスクのやりにくい業種として保健福

祉の分野があり、とにかく紙が多い。政府もペ

ーパーレスを推奨してくれているため、厚生関

係の事務もどんどん簡略化していくべきと思

う。 

これからは今までの「自治体だから」という固

定観念にとらわれず、時には企業と同じ土俵で

勝負するような事もあるような気持ちで自治
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体の業務を執行しなければならないと思いま

す。それから、これから、「行政」という言葉

の示す意味や範囲、役割が変わってくると思い

ます。それに対して過去にあった重鈍な自治体

ではなく、臨機応変に変化し、対応できる自治

体が求められると思います。それに気づけな

い、考えようともしない自治体はこれからは必

要とされません。国内のたくさんの自治体がそ

の社会に必要とされる存在である事を願いま

す。基礎自治体が元気である事が国が元気であ

る事ですので。 

それぞれの職員の多様性を認める雰囲気作り

が必要ではないか。 

どの触媒においても管理職のマネジメント不

足は否めないと思います。また、管理される側

の職員にもその意識が無いとも思います。 

なし 

なんとなく働いている職員が多くいるように

感じられるため、理念を理解し最低限の職務を

真当してほしい。 

 

セキュリティ強靭化対策によるインターネッ

ト回線分離により、自治体の IT 活用が大きく

後退した。コロナによりテレワークの推進な

ど、徐々に民間並みにインターネットツールを

活用する動きがでてきて、今後業務効率化や新

しい働き方につながることに期待したい。 ま

た、民間経験者からすると、はんこ文化など昔

ながらの働き方のイメージ。民間への出向をも

っと増やし民間の働き方を経験してみては。勤

怠もタイムカードや自動集計して欲しい。ま

た、公務員も知識を増やすためにも業務に影響

ない程度に副業も容認してもらえると面白い

動きが多くなりそう。 テレワークにより働く

場所を自由に選ぶことができると面白い。 

プライベートの時間を有効に使えるようにな

ること 

モチベや意識の低い上司や先輩職員が多い（若

手に影響がでる） 

副業化や縛られない働き方が認められるよう

になればいいと思う（市民への還元があるのが

前提）そういうネットワークが作れない職員の

仕事はなくなっていくと感じる。 

もっとフレキシブルになれればいいと思いま

すが、窓口業務など時間が決まっているものを

どうしていくのかが重要だと思います。 

もっと意欲的な働き方をして欲しい。私生活を

守れない職員に市民の生活は守れない。 

もっと自由に、テレワークや副業とかも認め

て、職員が働きやすい環境になって欲しい。 

もっと新しい働き方を積極的に入れるべき 

やりがいをあげるためには、希望先へ異動でき

ること必要と思う。 基本的に市民の言い分に

従うスタンスを改めることも 

やる気のない人、仕事ができない人、給料泥棒

な人が多いなと思います。 

ワクワク感を打破するための取組みは有志レ

ベルで行われていますが、組織単位で実装され

ていくとよいですね。 

一つの自治体という単位でしか物事をとらえ

られなくなってしまっている職員が多く感じ

る。もっと広いめでものごとをとらえる人が増

えればいいと思う。 

一人ひとりが前例踏襲や漫然と仕事をするの

ではなく、常に改善と工夫の視点をもって仕事

に臨むべき。 

一般企業に比べ、昔ながらのルールが非常に多

いと感じる。 

何でもできる職員ではなく特化した職員を作

っていく必要性を強く感じる 

解決しなければならない課題は山積みなはず

ですが、様々な制約があり前に進めていない感

覚が常にある。もっとスピード感を持って仕事

がしたい。 

企業型オープンオフィスの推進、インターネッ

トクラウドの積極的利用。意識変革 

基本現状維持、前例踏襲が強い 
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公益を害しない範囲で副業を認めてもいいと

思う。 

公務員の副業を推進した方がよいのでは、と考

えています。地域に出ることで、経験という無

形資産を稼ぎ、業務に活かすことができる。仕

事・家庭以外のサードプレイスがあることで、

心の安定にもつながる。様々なメリットがある

と思います。本来業務時間は 17 時 15 分までな

のですから、それ以降は副業は可能なのかと考

えます。 

採用方法や終身雇用の仕組みから変えれば、

「安定」以外の真の目的を持って公務員を目指

す人も増えるのかもですね。 

在宅ワークや時差出勤など、コロナ禍だけでな

くワーママや在宅介護者のためにもフレキシ

ブルに対応して欲しい。 

仕事をしなくても給与を得られるため、仕事を

しない人は全くしなくなっていく。 

 

 

公務員的な視点に固執するのではなく、民間企

業で導入されている制度、視点を取り入れるこ

とが必要なのかと思う。基本的に公務員はルー

ティンワーク、必要事業への対応がメインであ

り、用意された仕事のみに注力しがちであると

思う。一方、顧客からニーズを聞いて収益を得

る経営感覚、自身のスキルアップにつながる自

己啓発を行う職員が多くはなく、今後公務員の

枠内の仕事だけでなく、新しい視点を取り入れ

ることが必要なのではないかと感じる。具体的

な手法は様々であると思うが、そのような感

覚、モチベーションを維持するためには成果報

酬や福利厚生が必要なのかなと感じる。 

向上心の欠如 

国、自治体上層部、市民は自治体職員を人間と

しては見ていないと思う。 

今の課はほとんど残業がないが、課によって残

業の多さにはばらつきがある。働き方について

意見を言っても変わらないことが多々ある。 

今後は遠隔地での業務を推進するなど新たな

働き方を進める必要性を感じる 

今後民間ではジョブ型雇用が進むと言われて

おり、公務員にもそうした流れがくるかもしれ

ない。一方で総務的な仕事など評価が難しい分

野もあり導入にあたっては困難が予想される。

それでも、公務員もジョブ型雇用を進めていく

ことで職員の能力開発やモチベーションを高

めることにつながると思う。 

子育て環境にある人は一般企業よりもたぶん

優遇されていると思う。ただ、子育てをしない

人（独身者や中高年等含む）の自己実現の制度

をもっと充実した方がよいのではないかと思

う。資格を取ったり、大学（違う分野卒だが、

仕事して経験を積むうちに違う学部への進学

や高卒の人も中にはいるため）や大学院への進

学等について優遇制度を作るなど、子育てばか

りではなく、自己実現やステップアップについ

ての応援制度があるとよい。そうすることによ

り、マンネリ化した日常ではなく、他のところ

から刺激を受けることにより、考え方にも幅が

広がり、何でもないことが貴重であることにも

気づくこともある。隣の芝生は青く見えるが、

まず、隣の芝生に入ってみないと、今の状況が

どんなかを感じられないため、隣の芝生に入る

機会があった方がよいこともあると思う。 

子育て中のため、議会対応や時間外勤務の量を

考慮すると、管理職へのチャレンジに消極的に

なる 

市民から公務員というだけでマイナスにみら

れることが不満。 

市民と直接やり取りを行い業務に生かしてい

く職場はワクワクする場面が多々あるかと思

いますが、付随する事務処理や定型業務が残さ

れており、やればやるほど仕事量が増えてしま

い、相反する感情を抱きます。 

市民目線で職員を減らすことばかりで、余裕の
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ない人員。育休などに対応できる柔軟な人員は

いない。会計年度任用職員を育休期間中だけ採

用しても、覚えたころに退職となる。また、５

年以上勤めている会計年度任用職員さんは職

員以上に事務に精通しており、いろいろ助けて

もらっている。給料が自分のほうが高いのが申

し訳ない気持ちになる。 

私はいわゆる「支所」勤務であり、そこまで負

担が強いとは感じないが、本庁の方はいつも忙

しそうにしている。その辺り、うまく分散でき

れば良いのだが… 

紙文化が重すぎてデジタル化が進まない。すべ

て紙主義の昔ながらの認識。首長、上司は自治

体の中だけ見ている。昔からの慣習を重く見

て、時代の流れを読もうとしていない。「変わ

る」ことに恐れている。若年世代の職員が意見

する雰囲気にない。 

 

時差出勤、フレックスはもっと導入されてよい

と思います 

テレワークや時差出勤について、勤怠管理を言

い訳にやらない自治体が多いので、柔軟な対応

がまだまだできていないと思うのと、金がある

自治体もしくは国レベルで画一的なシステム

を作ってあげると小さい自治体もやりやすい

のかな〜と思います 

自己研鑽や資格取得について、もっと評価や金

銭面の援助が欲しい。 

自治体活動の公共性を踏まえた業務時間／開

庁時間の設定が進むといいと思います。 

自治体職員としての安定があればこそ、自己犠

牲をいとわない働きができるらしいが、自治体

職員を軽んじる傾向の中、それぞれの職員が自

信を持って働くことは難しい。まずは、認めて

くれる仲間や職場、安心を与えてくれる上司の

もと、それぞれがそれぞれにできることを自信

を持って取り組めるようになれたらと思う。 

自分の守備範囲だけしか目を向けようとして

いない 

自分の働く環境や勤務の方法について、自分自

身で決められる制度や雰囲気を作っていく必

要がある。 

所属先によって働き方に大きな差があると感

じている 

上からの人事評価だけでなく、下からや同僚同

士の人事評価もやるべきだと思う 

職員が増えないなら業務を意図的にどんどん

削っていかなければバタバタと倒れていく人

が今後も出てくると思う。スーパー職員の職人

芸に頼っている状態ではいつかとんでもない

事になると思う。 

職員数減、効率化、業務見直し、予算削減・・・

厳しさしかない 

職場に寄って残業が多かったり、人間関係が大

変だったりするが、それは異動で解消してると

言われる。でも、実際は、嫌われてる上司の部

下は同じことが多い。(耐えられると思われて

るのか) 

部下はいないが、若手を見てると、上司の様子

をみて、ぱっと動ける子、何も感じない子など

様々。 

昔は上司をみて覚えろとか厳しいことも沢山

言われたがそれがパワハラになるので部下の

いる同僚はすごく気を使ってる。 

入ったばかりの子には仕事だけじゃなく、社会

人としての研修も必要なのかなど思う。 

職場の働き方改革は、改革によって生み出され

たベネフィットを享受できないと意味がない

ので、職員それぞれの日常生活の充実が不可分

に重要と思います。 （「あの人は趣味は多才

やし地域活動はいろいろしてるけど、仕事はで

きない」ではなくて、あの人は趣味が多才で地

域活動もいろいろしてるということが純粋に

評価される価値観の醸成が必要と思っていま

す） 

色んなジャンルの専門官枠やフリーランス公

務員枠が欲しいですよね。 
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新しいことに挑戦しやすい環境づくりが必要。

他自治体や民間等との人事交流で、先進的な活

動とかを取り入れる仕組みが必要。 

新たな事業や業務を取り入れたり企画立案す

るような職員は、充実した働き方をしているよ

うに感じる。 

人件費や場所の問題もあり難しいのは承知し

ているが、職員が圧倒的に足りておらず時間外

が増えているため職員の増加を希望したいで

す。 

人事の古いルールや体制をまず改革しないと

退職者が減らないと思う。また鬱病も多いが減

らない。 

人事評価を活かした人材育成を行って欲しい。 

 

 

数値目標がなさすぎる。また、全体的に職員の

モチベーションが低い。福利厚生以外に職員の

モチベーションを上げるための取り組みがな

い。職員一人ひとりが生き生きと働くことが、

市の発展、行政サービスの向上に繋がる、とい

う意識があまりない印象。民間採用をしている

割に、民間の経験を必要とされている感じはし

ない。（役職も新入職員と変わらない。） 

先進的な市区町村の実態を知る機会を増やし、

みんなが積極的に働くようになると楽しいと

思う。民間企業のやり方も真似していけるとよ

い。 

対市民対応や庁内業務のオンライン化が法改

正や制度設計の改正が進まないと働き方改革

が進まないと感じます。 

対人業務等の人間にしかできない業務に職員

を振り分けるため、業務の自動化・効率化を行

う必要があると考えています。 

地域に貢献しているＮＰＯ法人などの職員と

兼業出来るようになればと思う。 

遅れず休まず働かずが最適解になってしまう

のはどうかと思う 

庁内の調整事項に時間をかけることが正義と

いった風潮があり、本来の目的や対象（市民）

の方を向いていないと感じることがあるのが

残念です。こういった業務に埋没してしまう

と、働き方の根底になる働く意欲の低下につな

がりやすい（庁内調整が好きな方も一部います

が）のではないかなと危惧しています。我々の

自治体だけであることを願います。 

定年は 50 歳(そのあと再任用したい人は再任

用)でいいと思う。今、50 歳以上は時代の流れ

についていけていない人が多い。自分も 40 歳

を迎え、30 代職員の台頭を感じると共に、つい

ていけない部分も感じ始めている。老害を痛感

する日々である。 

働き方と仕事に対する満足は個々によって異

なるので、ひとつの価値観に捉われない働き方

を職員が選択できるといいですね。 

働き方の問題は、自治体特有の問題ではなく、

組織あるところに等しくある問題だと考える。

問題は、働き方ではなく、組織内に、システム

（仕組み）の問題を捉えて変えようとする人材

が不足していることではないか。諸外国に比べ

て日本の生産性（他産業に比べて自治体の生産

性でも良い）が低いのであれば、文化に起因し

ている可能性がある。結局、教育の問題ではな

いか。 

働き方改革に本当に取り組むつもりがあるか

わかりません。何事も予算や経費が掛かれば、

実現できないのが現状です。 

特にありません。 

特になし 

特になし 

特になし 

年度途中退職や年度途中異動を増やすべき 

部署により業務分担に偏りがある。 

副業の是非、自治研等横のつながりや勉強会、

リタイヤ後の働き方についてもっと建設的な

動きがみられても良い 



32 

 

副業解禁はもっと推し進めるべきだと思いま

す。というよりか、公務員もひとりの住民とし

ての個人的な活動を積極的にできる空気を醸

成して、ユニークで活発な公務員がもっと増え

ればいいと思います。 

忙しいフリは是非やめて欲しい。帰れる人は帰

る・休める人は休むを徹底することで、適切な

人員配置等に寄与することが可能である。左記

の徹底により、職員全体のＱＯＬが向上すると

考える。 

 

 

 

役職定年制を導入しても良いかもしれません。

一定の年齢になると誰しも、硬直化してきます

し、長く似たような役職だと飽きてくると思い

ます。また、雇用形態を柔軟にして、複数自治

体に両属することや、勤務場所と居住地を柔軟

に選択できるようにしてはどうかと考えます。 

立場が上になるほど、お金はもらえるが理不尽

や残業が増えるので、昇進したくないと考えて

いる。 

 


